
（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 ▲ 19 8359 職員人件費

総務費 1億1329 28億5686
財務会計管理（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰなど）375、普通財産管理（旧井関小レッドゾーン指定解
除対策費）906、町PR事業▲100、油木ふれあいﾌﾟﾗｻﾞ418、宝くじ（仙養・井関大
矢）490、定額減税対応経費7，832、合併２０周年記念事業87

民生費 2179 21億0560
電力ガス高騰対策（新非課税世悌など）3，570、こばたけ保育所管理159、旧こば

たけ保育所整備122

衛生費 4339 14億9292 予防接種（新ｺﾛﾅｳｲﾙｽワクチン）4，370

農林水産費 6921 11億8694
山村開発センター（油木）改修工事.5，539、農業公社田植え機助成295、182ｽﾃｰ
ｼｮﾝ新札対応レジ・駐車場271、わんぱくﾄﾏﾄｶﾞｰﾃﾞﾝ経費210、農道（矢壁線）維持

管理300

商工費 658 1億9817 職員人件費・観光事務など

土木費 2842 8億8220 町道維持管理3，635、

消防費 128 4億5645 屯所管理・勤務手当など

教育費 332 8億9330 小学校舎（三和小。来見小）施設管理123

災害復旧費 500 1504 過年度発生道路橋梁復旧500

公債費 1320 12億8410 長期債元金繰り上げ償還1，320

諸支出金 278 4億5790 保険医療福祉基金267、産業振興基金10、企業立地基金2積立

予備費 4000

合　計 3億0807 119億5307
（歳入の主なもの）町税1598、分担金460、国庫支出金1億１３８３、財産収入104、
繰入金765、繰越金6151、過疎対策債6790

　　　　令和６年６月一般会計補正予算）

６
月
補
正
予
算
は
表
（
総
括
表
は

次
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
す
。

４
億
７
２
９
９
万
円
の
増
額
補
正

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
額
３
憶
８
０
７
万

円
の
内
、
経
済
対
策
と
し
て
定
額
減

税
対
応
経
費
７
８
３
２
万
円
、
電
気

ガ
ス
食
糧
高
騰
対
策
３
５
７
０
万
円

な
ど
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

 
 

４
３
７
０
万
円

本
年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期
接
種
に

位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
必
要
経
費
を

確
保
し
ま
し
た
。

町
道
・
農
道
維
持
や
道
路
整
備
に

３
９
３
５
万
円
追
加
補
正

交
通
量
の
多
い
町
道
の
法
面
補
修

や
農
道
矢
壁
線
の
水
路
維
持
補
修
工

事
。

財
政
調
整
基
金
積
立

 
 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て

安
定
的
運
営
の
た
め
７
８
１
７
万
円
の

基
金
積
立
を
行
い
ま
す
。

七
月
臨
時
会

「
油
木
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
改
修
工
事

 
 

 
 

 
 

 

３
億
９
０
０
０.

万
円

こ
の
度
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
福
山
Ｆ
Ｃ

と
の
提
携
を
受
け
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

拠
点
施
設
と
し
て
油
木
ス
ポ
ー
ツ
広
場

の
改
修
が
提
案
さ
れ
承
認
可
決
し
ま
し

た
。
人
工
芝
・
照
明
・
ロ
ッ
カ
ー
・
駐

車
場
な
ど
整
備
し
ま
す
。
主
な
財
源
は

合
併
特
例
債
の
発
行
で
賄
い
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
令和６年 ７月２５日 ＮＯ.７１

発行責任者：橋迫芳隆

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

６
月
定
例
会
は

１１
日
か
ら

１９
日
ま
で
開
か
れ
、
６
月
度
各
会
計
補
正
予

算
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
な
ど

１８
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
専
決
さ
れ
た
事
件
や
、
令
和
５
年
度
各
第
３
セ

ク
タ
ー
経
営
状
況
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６月
定例会



                                   令和６年度予算会計別総括表

単位：万円（四捨五入）

Ｒ６年度 令和６年度

当初予算額 ６月補正 5月補正後予算額 ７月補正 ７月補正後予算

116億4500 3億0808 119億5308 3億9000 123億4308

11億6800 7832 12億4632 12億4632

4億0080 133 4億0,213 4億0,213

18億2100 8115 19億0,215 19億0,215

保 険 事 業 勘 定 18億0200 8115 18億8,315 18億8,315

介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定 1900 1,900 1,900

3380 411 3,791 3,791

10 10 10

34億2370 1億6492 35億8,862 35億8,862

5億3213 5億3,213 5億3,213

資本的支出 7125 7,125 7,125

収益的支出 4億6088 4億6,088 4億6,088

3億0591 3億0,591 3億0,591

資本的支出 1億0149 1億0,149 1億0,149

収益的支出 2億0442 2億0,442 2億0,442

159億0674 4億7299 163億7973 3億9000 164億6382合　　　計

特別会計計

会　計　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

飲 料 水 供 設 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

集落排水事業会計

内

訳

内
訳

令和５年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）　主なもの　　単位；万円

左の財源内訳

未収入特定財源

国庫支出金 地方債 その他

２.総務費 1.総務管理費 庁舎管理（神石支所） 1億2,760 8,492 8,060 432.4

3.民生費 1.社会福祉費
電気ガス食品など価

額高騰対策支援
1億3,582 1,393 1,240 153

4.衛生費 2.清掃費 次期ごみ処理対策 8,118 8,118 1,496 2,990 3,631.7

8.消防費 1.消防費 消防自動車購入 2,726 2,371.5 2,170 201.5

6億2,487 4億4,176 1億2,099 2億3,540 167.8 8,369.1計

一般財源
款 項 事業名 金額 翌年度繰越額

既収入特定財源

おもなもの

＜刑法の一部改正による関係条例の整理＞

○町条例の給与条例、町消防団の定員任免服務条例、町非常勤消防団員退職奨励金条例の中の

・「懲役」・「禁錮（禁こ.）」を「拘禁刑」に改める。

＜町職員給与条例の一部改正＞

○令和６年能登半島地震、災害応急業務

に従事する本町派遣職員の手当の見直し。

  ・現行「７１０円」⇒「１，０８０」とする。

＜工事請負契約の締結＞

◆工事請負契約の締結 庁舎管理経費 油木支所庁舎改修工事

〇請負金額：109,295,000 円 落札率 92％ （請負者：有限会社 井上組）

◆工事請負契約の締結 体育館管理運営経費 神石トレーニングセンター屋根全面改修工事

  〇請負金額： 71,204,320 円 落札率 92％（請負者：株式会社 後藤組）

◆工事請負契約の締結 道路メンテナンス 町道三石剣１号・2 号補修工事

〇請負金額： 69,740,000 円） 落札率 99.4％ （請負者・有限会社 小塩組）

日本スカウトジャンボリー

・青少年の自己成長を促す・・・4年に1回開催

第19回日本スカウトジャンボリーの開催

１，名称　第19回日本スカウトジャンボリー

２，テーマ（調整中）

　広島に関連した平和教育、災害発生に備えた

減災、協働と共同参加者と運営者の協働、地域

社会との共同）

３，会場

　　広島県神石郡神石高原町

→ティアガルデン+カントリーパーク仙養

　　海抜700ｍ　車で１時間範囲内

４、会期

　　令和８年８月４日（火）～１０日（月）　６泊７日

５，参加者　ボーイスカウト４８００人

+引率者１２００人+ガールスカウト６００人

大会スタッフ　１４００人　　計）８０００人

４億 4176 万円

の事業を６年度

に繰り越しまし

た

＜財産の取得＞

◆物品名 ホールクロップ収穫機 １台

    （配置）神石地域堆肥センター

〇契約金額 14,935,800 円 落札率 78.9％

    （相手方：ﾔﾝﾏｰｱｸﾞﾘｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱三和支店）



さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

株
式
総
数
、
町
保
有
株
数
、

株
式
額
面
、
株
式
総
額
の
変
更

は
な
し
。

決
算
状
況
は
、
当
期
純
利

益
、
繰
越
利
益
剰
余
金
と
も
に

黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

総
売
上
高
は
、
目
標
の
６
億

円
を
超
え
た
が
、
ペ
イ
ペ
イ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
終
了
や
百
彩
館

の
運
営
終
了
な
ど
の
影
響
で
、

前
年
対
比

９３
．４
％
、
額
で
４
，

２
７
０
万
円
の
減
と
な
っ
た
。

来
客
数
も
、
４６
万
７
，
５
２
１

人
と
、
前
年
比

９７
％
の
減
。

自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
高
原

の
風
」
は
８
，
８
９
７
人
と
前
年

比
２
，
２
８
９
人
の
増
と
な
り
、

弁
当
事
業
へ
の
努
力
も
あ
り
、

最
終
売
り
上
げ
が
１
０
６
，
８

１
％
と
増
加
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ソ
ン
の
売
上
高
は
、
前

年
比

９１
％
の
減
と
な
っ
た
が

「
第
３
回
か
ら
あ
げ
く
ん
販
売

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
総
合
優
勝

を
飾
っ
て
お
り
認
知
度
も
上

が
っ
て
い
る
。

全
体
で
は
、
町
の
シ
ス
テ
ム

改
修
補
助
金
な
ど
の
営
業
外

収
益
に
よ
り
、
税
引
き
前
当
期

純
利
益
１
７
７
万
円
を
確
保

し
て
い
る
。

神
石
高
原
農
業
公
社

株
式
総
数
、
町
保
有
株
数
、

株
式
額
面
、
株
式
総
額
の
変
更

は
な
し
。

当
期
は
、
純
利
益
・
繰
越
利

益
剰
余
金
と
も
に
黒
字
決
算

と
な
っ
た
。
作
業
実
施
面
積

は
、
や
や
増
加
傾
向
。

売
上
高
は
、
前
年
対
比
２
０

９
万
円
増
、
１
０
３
．
５
％
の

売
り
上
げ
と
な
っ
た
。

売
上
増
加
部
門
は
、
田
植

え
、
農
業
生
産
、
公
共
施
設
管

理
（
草
刈
り
な
ど
）
、
作
業
受

託
、
農
林
支
援
（
防
徐
・
草
刈

り
外
）
、
減
少
部
門
は
収
穫
事

業
、
調
整
事
業
、
育
苗
事
業
、

ト
マ
ト
団
地
管
理
、
ト
マ
ト
工

房
。売

上
高
か
ら
販
売
管
理
費

を
差
し
引
い
た
当
期
営
業
損

失
は
４
２
１
万
円
と
な
っ
た
。

補
助
金
収
入
に
よ
り
、
当
期

税
引
き
前
利
益
９
２
万
２
千

円
を
確
保
で
き
た
。
当
期
末
の

繰
越
利
益
剰
余
金
は
１
，
２
８

０
万
４
千
円
と
な
っ
た
。

帝
釈
峡
ス
コ
ラ

株
式
総
数
、
町
保
有
株
数
、

株
式
額
面
、
役
員
の
変
更
は
な

し
。決

算
状
況
は
、
税
引
き
前
当

＊表の見方 単位；万円

上段の数値（青）：総収入

下段の数値（赤）：総費用

最下段の数値（緑）：売上

高

期
純
利
益
は

７８
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
が
過
去
の
累
積
赤

字
の
解
消
は
出
来
て
い
な
い
。

ス
コ
ラ
高
原
の
利
用
客
は
、

昨
年
対
比
１
０
５.

５
％
の
８

９
，
３
２
２
人
と
増
加
し
た
。

総
売
上
高
は
、
８
，
４
０
８

万
円
、
昨
年
対
比
１
３
２
％
と

大
幅
に
増
加
し
た
。

特
に
食
堂
施
設
利
用
料
収

入
は
１
，
３
５
７
万
円
、
１
６

７
％
増
の
３
，
３
８
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

神石高原地域創造チャレンジ基金（Ｂ／Ｓ） (R６.3.31)

現金預金（一般） 928,069 未払金 621,899

未収入金 0 未払法人税等 71,000

仮払金 2,150 預り金 235,170

現金預金（特定） 24,297,069 長期借入金 90,000,000

未収補助金 9,074,600

投資有価証券 86,650,000 正味財産

＜投資株式　1社＞ 20,000,000 正味財産（一般） 3,000,000
＜私募債　９社＞ 66,650,000 正味財産（指定） 27,023,819

合計 120,951,888 合計 120,951,888

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」

前
年
度
で
法
人
設
立
７
期
目
。

上
半
期
は
２
件
申
し
込
み
１
件

支
援
実
行
、
下
半
期
に
１
件
申

し
込
み
１
件
支
援
実
行
。

現
在
ま
で

１５
回
の
支
援
案

件
募
集
、
累
計

３３
件
、
５
億
円

を
超
え
る
資
金
支
援
依
頼
あ

り
。新

し
く
事
業
継
承
に
関
す
る

案
件
も
資
金
支
援
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
検
討
を
開
始
す
る
。



木
野
山

本
町
使
用
の
中
学
校
歴

史
教
科
書
の
選
定
理
由
は
。

教
育
長

本
町
の
子
供
た
ち
の
実

態
に
応
じ
た
指
導
に
効
果
的
な
教

科
書
で
す
。
考
え
る
ツ
ー
ル
な
ど

多
様
な
観
点
か
ら
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ

て
い
る
。

木
野
山

教
科
書
は
公
平
性
と
透

明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
事
と
検

定
と.

採
択
は
公
正
中
立
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
大
事
だ
。
日
本
の
中

学
校
の
歴
史
教
科
書
は
出
版
社
ご

と
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。

教
育
長

歴
史
教
科
書
を
は
じ
め

全
て
の
使
用
教
科
書
は
、
法
令
等

を
踏
ま
え
教
科
書
検
定
委
員
会
を

開
き
、
調
査
研
究
を
行
い
選
定
し

て
い
る
。

歴
史
学
習
は
、
学
習
指
導
要
綱

に
基
づ
き
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

社
会
科
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
総

合
学
習
の
時
間
に
お
い
て
も
地
域

学
習
と
併
せ
、
発
達
段
階
を
踏
ま

え
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
進

め
て
い
る
。
地
域
の
伝
統
行
事
へ

の
積
極
的
な
参
加
も
大
切
な
事
と

考
え
て
い
ま
す
。

左
派
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
多
く
取
り

扱
っ
た
も
教
科
書
も
あ
れ
ば
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
な
判
断
を
避
け
た
教

科
書
も
あ
る
。

子
供
た
ち
に
日
本
人
と
し
て
郷

土
を
愛
し.

日
本
を
愛
す
る
気
持
ち

を
醸
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
教
科
書
で

あ
る
べ
き
だ
。
い
ず
れ
も
検
定
は
通

っ
て
い
ま
す
が
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

教
育
長

ど
の
出
版
社
の
教
科
書

も
学
習
指
導
要
綱
を
踏
ま
え
作
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
る
。
郷
土
の
伝
統
や
文
化

は
総
合
的
な
学
習
や
道
徳
の
中
で

の
項
目
で
も
あ
り
、
そ
ち
ら
か
ら
も

進
め
て
い
き
た
い
。

木
野
山

日
本
の
国
を
肯
定
的
に

捉
え
た
教
科
書
も
検
定
を
合
格
し

て
い
ま
す
が
採
用
面
で
は
現
況
に

お
い
て
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

本
町
な
ら
で
は
の
教
育
を
う
た

っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
日
本
人
と
し

て
誇
り
が
持
て
る
教
育
を
し
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
郷
土
の
歴
史
を
掘
り

起
こ
し
な
が
ら
、
中
立
的
な
教
科
書

を
選
定
し
て
頂
き
た
い
。

教
育
長

今
年
が
中
学
校
教
科
の

選
定
の
年
で
す
。
し
っ
か
り
調
査
研

究
を
行
い
、
公
平
公
正
、
こ
れ
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

町

長

志
麻
利
は
本
町
の
平
和

教
育
の
推
進
拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。
今
年
度
、
観
光
団
体

等
育
成
事
業
と
し
て
志
麻
利
伝
承

映
像
作
成
を
予
算
化
し
て
い
る
。

施
設
の
中
・
長
期
的
な
活
用
方

針
は
現
段
階
で
は
決
定
し
て
い
な

い
が
老
朽
化
が
課
題
で
活
用
と
併

せ
一
体
的
に
調
整
・
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

木
野
山

こ
の
施
設
は
寄
贈
さ
れ

た
民
家
を
活
用
し
て
い
る
も
の
で

公
的
施
設
と
し
て
は
、
陳
列
な
ど

限
界
が
あ
る
。
老
朽
化
の
問
題
も

あ
る
。

町
内
の
文
化
的
施
設
の
整
備
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

未
来
創
造
課
長

年
次
計
画
は
現

在
あ
り
ま
せ
ん
。

木
野
山

町
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

長
期
的
計
画
で
実
施
さ
れ
る
。

志
麻
利
も
文
化
的
施
設
と
し
て

整
備
計
画
に
組
み
込
ん
で
頂
き
、

町
の
持
つ
文
化
伝
統
や
Ｊ
Ｉ
Ｎ
プ

レ
の
紹
介
な
ど
特
徴
的
な
町
情
報

発
信
施
設
に
な
れ
ば
、
本
町
の
発

展
に
繋
が
る
と
思
う
が
。

町

長

小
説
黒
い
雨
の
映
像
を

残
せ
ば
、
平
和
教
育
に
も
活
用
で

き
る
大
き
な
資
源
に
な
る
と
思

う
。色

々
な
神
石
高
原
町
の
歴
史
を

繋
い
で
い
く
事
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
文
化
施
設
を

将
来
的
に
は
考
え
る
必
要
は
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

将
来
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【本町ならではの教育】
教育長「教育方針」においては、「神石高原町で学んで良

かった」と自信と誇りを持って言えるように、教師・生徒が、郷
土の歴史と伝統文化への理解と愛情を持ち、自分の夢や目
標を確立するとあります

そのためには、日本の歴史文化を愛し、日本人としての誇
りを持たねばなりません。日本の国としての成り立ちや、あっ
た姿を歴史教育を通じて、学び理解することが重要です。

歴史学は、「他国を攻撃する武器である」と同時に「自国を
守る武器」でもあります。

中学校の歴史教育は、教科書の選定を含めてどのようにさ
れてきたのか。

また、本町ならではの教育の一環として、新たな取り組み
が考えられるならばどういった事が考えられるか。

【黒い雨の施設】
本年度の当初予算質問の中で、現在の黒い雨の施設であ

る「志麻利」の活用についてお伺いしました。「志麻利は黒い
雨の舞台となっており、特徴ある資源なのでしっかりと活用し
ていきたい。」と答弁頂きました。

今後の方針、具体の取り組みをお伺いします。

この度、三和郷土史研究会（田原和
博会長）より、「古代の神石『鉄の
道』」が刊行されました。日本書紀
から、古代の神石は「鉄」を産出し
「川井谷」を通り金丸に運ばれ、鉄
の王国吉備を支えた。と大胆に主張
している。古代の神石は如何に栄え
たか。是非、一読をお勧めします。


